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ブ
ラ
ジ
ル
移
民
か
ら
見
る
日
本
と
深
江

神
戸
大
学
　
　

西
　
堀
　
紗
　
世

は
じ
め
に

　
近
年
、
日
本
に
お
け
る
外
国
人
労
働
者
を
め
ぐ
る
問
題
は
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ

れ
る
こ
と
の
多
い
ト
ピ
ッ
ク
で
あ
る
。
事
実
、
深
江
に
も
外
国
人
、
特
に
日
系
ブ

ラ
ジ
ル
人
を
中
心
と
し
た
多
数
の
外
国
人
が
居
住
、
就
労
し
て
い
る
。

　
こ
こ
で
は
日
本
に
お
け
る
外
国
人
労
働
者
の
変
遷
と
、
深
江
に
お
け
る
そ
の
現

状
を
追
っ
て
い
き
た
い
。

１
　
日
本
と
ブ
ラ
ジ
ル
間
の
移
民
の
変
遷

　
現
在
の
日
本
に
は
、
多
数
の
外
国
人
労
働
者
が
流
入
し
て
い
る
が
、
か
つ
て
は

日
本
人
も
「
外
国
人
労
働
者
」
と
し
て
南
米
に
移
住
し
て
い
た
歴
史
が
あ
る
。

　
日
系
ブ
ラ
ジ
ル
人
と
は
、
主
に
明
治
四
一
（
一
九
〇
八
）
年
以
降
の
移
民
事
業

で
、
ブ
ラ
ジ
ル
に
移
り
住
ん
だ
日
本
人
と
そ
の
子
孫
の
こ
と
を
指
す
。
ブ
ラ
ジ
ル

に
お
い
て
奴
隷
が
禁
止
さ
れ
、
労
働
力
不
足
が
叫
ば
れ
て
い
た
当
時
、
仕
事
を
求

め
て
南
米
に
移
住
す
る
こ
と
が
奨
励
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
彼
ら
の
子
孫
（
二
世
、

三
世
と
呼
ぶ
）
や
、
ま
た
戦
後
新
た
に
移
住
し
た
一
世
は
、
日
系
ブ
ラ
ジ
ル
人
と

し
て
ブ
ラ
ジ
ル
に
居
住
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
一
九
七
〇
年
代
ご
ろ
、
ブ
ラ
ジ
ル
に

お
け
る
経
済
的
苦
境
が
き
っ
か
け
で
、
今
度
は
日
系
ブ
ラ
ジ
ル
人
が
逆
に
、
日
本

に
出
稼
ぎ
に
来
る
と
い
う
事
態
が
発
生
し
た
。
日
系
ブ
ラ
ジ
ル
人
に
よ
る
日
本
へ

の
出
稼
ぎ
者
の
増
加
に
と
も
な
っ
て
、「
出
稼
ぎ
（
デ
カ
セ
ギ
）」
と
い
う
言
葉
は
、

「D
ek

a
sseg

u
i

」
と
表
記
さ
れ
、
今
や
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
の
単
語
と
し
て
知
ら
れ
て

い
る
。

　
ブ
ラ
ジ
ル
で
は
、
一
九
七
〇
年
代
前
半
に
「
ブ
ラ
ジ
ル
の
奇
跡
」
と
言
わ
れ
る
、

外
国
か
ら
の
借
金
導
入
を
も
と
に
し
た
好
景
気
が
訪
れ
た
が
、
七
〇
年
代
後
半
以

降
に
は
、
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
全
体
で
激
し
い
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
見
舞
わ
れ
る

な
ど
、
経
済
的
苦
境
が
続
く
こ
と
と
な
っ
た
。
そ
の
後
一
九
八
〇
年
代
末
に
は
、

ブ
ラ
ジ
ル
は
ハ
イ
パ
ー
イ
ン
フ
レ
と
呼
ば
れ
る
水
準
に
ま
で
達
し
、
ブ
ラ
ジ
ル
の

経
済
は
破
綻
し
た
。

　
こ
の
よ
う
な
背
景
で
生
ま
れ
た
の
が
、
日
系
ブ
ラ
ジ
ル
人
の
労
働
力
と
し
て
の

移
動
、
す
な
わ
ち
ブ
ラ
ジ
ル
か
ら
日
本
へ
の
移
民
現
象
と
し
て
の
「
デ
カ
セ
ギ
」

で
あ
る
。
八
〇
年
代
前
半
、
戦
後
ブ
ラ
ジ
ル
に
移
民
し
た
一
世
の
帰
国
か
ら
、
デ

カ
セ
ギ
は
始
ま
っ
た
。
一
世
は
日
本
国
籍
を
維
持
し
て
い
る
こ
と
も
あ
っ
て
、
容

易
に
日
本
で
就
労
が
で
き
た
。
そ
し
て
、
八
〇
年
代
後
半
に
な
る
と
、
昭
和
五
九

（
一
九
八
五
）
年
の
プ
ラ
ザ
合
意
で
円
高
が
進
ん
だ
こ
と
を
き
っ
か
け
に
、
日
本
で

の
就
労
が
外
国
人
に
と
っ
て
魅
力
的
と
な
り
、
低
賃
金
で
の
雇
用
を
求
め
る
日
本

で
外
国
人
労
働
者
全
般
へ
の
需
要
が
高
ま
っ
た
こ
と
を
受
け
て
、
デ
カ
セ
ギ
の
斡

旋
は
各
地
で
ビ
ジ
ネ
ス
と
し
て
展
開
さ
れ
た
。
こ
う
し
て
移
民
の
流
れ
は
逆
転
し

た
の
で
あ
る
。

　
さ
ら
に
続
く
平
成
二
（
一
九
九
〇
）
年
、
出
入
国
管
理
法
が
改
正
さ
れ
た
こ
と

に
よ
っ
て
移
民
は
増
加
の
ピ
ー
ク
を
迎
え
る
。
こ
の
法
改
正
に
よ
っ
て
、
原
則
と

し
て
日
系
三
世
ま
で
と
そ
の
家
族
が
、
職
種
の
制
限
な
く
就
労
で
き
る
よ
う
に
な

写真1　ブラジル移民発祥の地の石碑
　海外移住と文化の交流センター前（旧国
立移民収容所、後に神戸移住センターと改
称）
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り
、
日
本
で
の
高
収
入
に
着
目
し
た
、
も
し
く
は
ブ
ラ
ジ
ル
で
職
を
失
っ
た
多
数

の
日
系
ブ
ラ
ジ
ル
人
が
日
本
へ
出
稼
ぎ
に
く
る
よ
う
に
な
り
、
日
本
国
内
で
ブ
ラ

ジ
ル
人
人
口
が
急
増
し
た
。

　
在
留
資
格
が
あ
る
ブ
ラ
ジ
ル
人
は
、
平
成
十
九
（
二
〇
〇
七
）
年
の
三
一
万
七

〇
〇
〇
人
を
ピ
ー
ク
に
減
少
し
た
も
の
の
、
二
〇
一
八
年
現
在
は
一
九
万
八
〇
〇
〇

人
と
、
今
な
お
相
当
数
の
在
留
ブ
ラ
ジ
ル
人
が
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
彼
ら
は
自

動
車
関
連
や
電
機
関
連
、
ま
た
食
品
工
場
な
ど
で
の
仕
事
に
従
事
し
、
群
馬
県
太

田
市
、
愛
知
県
豊
田
市
や
静
岡
県
浜
松
市
な
ど
と
い
っ
た
、
期
間
労
働
者
を
多
く

雇
用
す
る
工
場
の
集
中
地
域
に
居
住
し
て
い
る
。

　
日
系
ブ
ラ
ジ
ル
人
の
多
い
地
域
と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
る
の
は
、
先
の
関
東
地

方
や
東
海
地
方
で
あ
る
が
、
近
畿
地
方
で
は
兵
庫
県
も
例
外
で
は
な
い
。
先
に
挙

げ
た
都
道
府
県
と
比
較
す
る
と
大
幅
に
少
な
い
も
の
の
、
平
成
三
〇
（
二
〇
一
八
）

年
六
月
末
現
在
の
兵
庫
県
の
在
留
ブ
ラ
ジ
ル
人
は
二
四
三
五
人
（
表
一
②：

う
ち

神
戸
市
は
四
一
九

人
）
で
、
各
県
単
位

の
在
留
外
国
人
中
の

ブ
ラ
ジ
ル
人
の
比
率

に
お
い
て
、
大
阪
府

よ
り
や
や
高
い
（
表

一
③
）。
こ
れ
は
、
単

に
神
戸
市
に
工
場
が

多
数
あ
る
と
い
う
だ

け
で
は
な
く
、
戦
前

の
移
民
事
業
の
際
に

出
港
の
地
と
な
っ
て

い
た
神
戸
が
、
日
系

ブ
ラ
ジ
ル
人
に
よ
っ

て
、
自
身
ま
た
は
先
祖
に
ゆ
か
り
の
あ
る
地
と
し
て
認
識
さ
れ
て
い
る
可
能
性
も

指
摘
で
き
る
だ
ろ
う
。

　
彼
ら
は
、
夜
勤
や
厳
し
い
肉
体
労
働
な
ど
、
日
本
人
労
働
者
が
嫌
っ
た
仕
事
を

引
き
受
け
た
。
短
期
契
約
で
の
出
稼
ぎ
が
目
的
で
日
本
に
渡
航
し
た
彼
ら
だ
が
、

そ
の
後
多
く
は
日
本
定
住
を
希
望
し
、
永
住
権
、
さ
ら
に
は
日
本
国
籍
を
取
得
す

る
こ
と
と
な
っ
た
。
ブ
ラ
ジ
ル
の
経
済
が
再
び
活
況
を
呈
し
て
い
る
現
在
で
も
、

来
日
し
た
ブ
ラ
ジ
ル
人
は
日
本
に
定
住
し
続
け
て
お
り
、
一
般
に
ブ
ラ
ジ
リ
ア
ン

タ
ウ
ン
な
ど
と
呼
ば
れ
る
地
域
を
形
成
し
て
い
る
例
も
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
地
域

で
は
、
ブ
ラ
ジ
ル
人
を
主
な
顧
客
と
し
た
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
や
各
種
商
店
が

営
業
し
て
い
る
。
ま
た
、
日
本
に
住
む
日
系
ブ
ラ
ジ
ル
人
や
ブ
ラ
ジ
ル
系
日
本
人

向
け
の
、
新
聞
や
雑
誌
が
発
行
さ
れ
て
い
る
例
も
あ
る
。

２
　
深
江
と
ブ
ラ
ジ
ル
出
身
の
外
国
人
労
働
者

　
第
一
章
で
も
触
れ
た
通
り
、
神
戸
に
お
い
て
も
在
留
ブ
ラ
ジ
ル
人
は
少
な
く
な

い
。
本
章
で
は
こ
れ
に
つ
い
て
、
戦
前
か
ら
の
地
域
の
特
色
を
踏
ま
え
な
が
ら
見

て
い
き
た
い
。

　
近
代
以
前
か
ら
漁
村
・
農
村
で
あ
っ
た
深
江
村
は
、
明
治
に
入
る
と
本
庄
村
の

一
部
を
構
成
し
て
い
く
。
そ
し
て
阪
神
間
の
郊
外
住
宅
地
化
や
、
日
本
全
体
の
工

業
化
の
流
れ
を
汲
ん
で
、
港
湾
都
市
に
変
化
し
て
い
っ
た
。
大
正
期
に
は
川
崎
商

船
学
校
の
創
設
や
、
護
岸
工
事
が
進
め
ら
れ
た
。
さ
ら
に
昭
和
二
（
一
九
二
七
）

年
の
「
神
戸
市
都
市
計
画
街
路
に
関
す
る
件
」
に
よ
る
都
市
計
画
、
あ
る
い
は
室

戸
台
風
や
阪
神
大
水
害
と
い
っ
た
災
害
の
影
響
に
よ
り
、
地
主
は
耕
作
地
を
小
作

に
出
さ
ず
、
宅
地
や
工
業
用
地
と
し
て
提
供
す
る
。

　
そ
し
て
、
深
江
は
港
湾
都
市
で
あ
る
が
ゆ
え
の
特
徴
的
な
歴
史
を
抱
え
る
こ
と

と
な
っ
た
。
そ
の
例
と
し
て
戦
時
期
に
お
け
る
空
襲
被
害
が
挙
げ
ら
れ
る
。
戦
争

に
参
加
し
た
日
本
は
、
各
地
に
軍
需
工
場
を
作
っ
た
が
、
深
江
に
も
二
式
飛
行
艇

な
ど
を
製
作
す
る
川
西
航
空
機
甲
南
製
作
所
が
建
設
さ
れ
た
。
そ
れ
ゆ
え
、
本
庄

村
は
太
平
洋
戦
争
の
本
土
空
襲
の
際
に
標
的
と
な
り
、
多
大
な
被
害
を
受
け
た
。

表１　都道府県別在留ブラジル人の割合

都道府県 総 在 留
外国人数
（人）①

在留ブラ
ジル人数
（人）②

各都道府県内の総

在留外国人数に対

するブラジル人の

割合

（％；②÷①）③

兵庫県　　　 107,708  2,435  2.2％

神戸市　  48,612 419  0.8％

大阪府　　　 233,717  2,657  1.1％

京都府　　　  58,947 419  0.7％

近畿地方全体 497,649 28,429  0.5％

群馬県　　　  57,072 12,628 22.1％

愛知県　　　 251,823 56,942 22.6％

静岡県　　　  88,720 28,807 32.4％
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戦
後
は
本
庄
村
も
神
戸
市
に
組
み
込
ま
れ
、
復
興
政
策
が
行
わ
れ
た
。
宅
地
化

や
団
地
の
建
設
も
進
み
、
一
九
五
〇
年
以
降
は
、
阪
神
間
の
住
宅
地
と
し
て
人
気

を
集
め
、
人
口
が
急
増
す
る
よ
う
に
な
る
。
一
九
六
九
年
に
は
戦
前
か
ら
も
と
も

と
あ
っ
た
土
地
の
み
な
ら
ず
、「
深
江
浜
町
」
の
埋
め
立
て
が
完
成
し
て
新
し
く
工

場
が
並
び
立
ち
、
深
江
は
戦
前
よ
り
も
さ
ら
に
規
模
の
大
き
な
港
湾
都
市
と
な
っ

た
。

　
こ
れ
以
降
も
深
江

の
変
化
は
絶
え
な

い
。
先
に
述
べ
た

一
九
九
〇
年
の
出
入

国
管
理
法
改
定
に
と

も
な
っ
て
、
ブ
ラ
ジ

ル
な
ど
南
米
出
身
の

日
系
人
が
急
増
し
、

深
江
で
も
外
国
人
労

働
者
の
姿
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
は
、
特
に
注
目
す
べ
き
で
あ
る
。
出

入
国
管
理
法
改
定
以
降
、
神
戸
を
目
指
す
日
系
ブ
ラ
ジ
ル
人
も
増
加
し
た
。
彼
ら

の
多
く
は
深
江
周
辺
に
あ
る
食
品
工
場
で
、
労
働
に
従
事
し
て
い
る
。
深
江
南
町

の
磯
島
公
園
に
あ
る
阪
神
・
淡
路
大
震
災
（
一
九
九
五
年
）
の
慰
霊
碑
に
は
、
南

米
系
の
外
国
人
の
名
前
が
連
ね
ら
れ
て
い
る
。
沿
岸
部
に
は
、
震
災
以
降
も
新
た

に
食
品
工
場
が
並
び
立
ち
、
新
し
く
ア
ジ
ア
諸
国
か
ら
の
外
国
人
労
働
者
も
増
加

し
て
い
る
。
ま
た
、
労
働
者
だ
け
で
な
く
留
学
生
も
増
加
し
て
い
る
。
二
〇
一
八

年
六
月
現
在
、
東
灘
区
全
体
で
六
〇
三
七
人
の
外
国
人
（
う
ち
ブ
ラ
ジ
ル
人
は

一
六
八
人
）
が
暮
ら
し
て
お
り
、
外
国
人
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
形
成
し
て
い
る
。

３
　
現
在
の
深
江
の
街
並
み

　
最
後
に
、
外
国
人
の
多
い 

「
現
在
の
深
江
」
に
焦
点
を
当
て
て
見
て
い
き
た
い
。

深
江
の
街
を
歩
く
と
、
外
国
人
の
多
い
街
と
し
て
の
深
江
の
景
色
に
出
会
え
る
。

以
下
で
は
、
そ
の
う
ち
の

い
く
つ
か
を
紹
介
し
た

い
。

東
灘
日
本
語
教
室

　
阪
神
・
淡
路
大
震
災
を

き
っ
か
け
に
、
日
本
に
住

む
外
国
人
を
も
っ
と
理
解

し
、
支
援
し
よ
う
と
い
う

動
き
が
強
ま
っ
た
。
こ
の

日
本
語
教
室
は
、
平
成

一
〇
（
一
九
九
八
）
年
、

東
灘
区
の
深
江
地
区
に
多

く
暮
ら
し
て
い
る
、
日
系

ブ
ラ
ジ
ル
人
や
ペ
ル
ー
人

の
支
援
を
す
る
た
め
に
設

立
さ
れ
た
。

　
現
在
は
、
日
系
人
の
ほ

か
に
、
東
灘
区
に
住
む
中

国
人
や
フ
ィ
リ
ピ
ン
人
、

教
室
の
近
く
に
あ
る
神
戸

大
学
海
事
科
学
部
の
留
学

生
な
ど
、
約
六
〇
名
が

通
っ
て
い
る
。
大
人
向
け

の
日
本
語
教
室
と
、
日
本

語
の
苦
手
な
、
外
国
に

ル
ー
ツ
を
持
つ
児
童
生
徒

を
対
象
に
し
た
、
日
本
語

写真２　深江浜町上空写真

写真３　2018年現在の深江の景観
沿岸部には食品工場が並び立つ。

写真４　東灘日本語教室
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に
よ
る
教
科
学
習
教
室
を
実
施
し
て
い
る
。

外
国
の
食
料
品
店
・
飲
食
店

　
労
働
者
と
そ
の
家
族
も
含
め
て
長
期
定
住
す
る
意
識
が
高
ま
る
と
、
特
定
の
国

の
文
化
に
特
化
し
た
食
料
品
店
や
飲
食
店
が
登
場
す
る
こ
と
を
、
エ
ス
ニ
ッ
ク
・

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
形
成
と
呼
ぶ
。
こ
の
よ
う
に
、
工
場
等
で
の
労
働
だ
け
で
な
く
、

同
郷
出
身
者
向
け
の
営
業
を
行
う
人
々
が
出
現
し
て
い
る
と
、
移
民
定
住
の
段
階

が
成
熟
し
て
い
る
こ
と
の
指
標
と
も
な
る
。
深
江
で
は
、
南
米
を
中
心
と
し
た
国

の
店
が
目
立
つ
。
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入館者９万人は灘小学校児童
　１月29日に、史料館の入館者が９万人に達しました。

1981年２月開館以来39年目です。９万人目の入館者は、

神戸市灘区の神戸市立灘小学校３年生のみなさん（51

名）です。当日、道谷卓副館長より「来館九万人の証」

と記念品を贈呈しました。

写真５　ブラジル食料品店

写真６　ペルー系のレストラン
「インカ」の文字が確認できる


